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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・職員旅行　日帰り（子連れ）日程・旅行地について

⇒日時：7月25日（木）　　

旅行先：岩手（奥中山高原）方面

・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。

・ストレスチェックについて

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)

対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月中旬、PPTは10月上旬を予定している。

委員会提出前に、抄録を8/15（木）までに菅原AOMに提出すること。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・8月プログラムテキストの提出期限は7/25（木）。
＜研修案内＞

・三八医療懇談会

日時：8月6日(火)18：30～

場所：アピル五戸

演題：「臨床に役立つリハビリテーション医療の知見と有用性」

講師：岩手医科大学医学部リハビリテーション医学科　教授　西村行秀

＜路上喫煙の対策について＞
巡視を予定し、巡視のルートを検討している。
朝・昼・夕の三回を検討し、日誌に、巡視のチェック表入れることとしている。

＜グループホーム入居者様情報＞
・淡路　智恵子様～7月31日（水）三社大祭に参加したいとの事。主治医面談後、処方薬を受け取ってから参加するよう世話人より促している。
・冨田　紀子　様～18日（木）眼科受診している。白内障と診断あり、1か月後再診予定。
　　　　　　　　　先日、市内中心街での買い物希望あり。ハンドクリームやスリッパを購入したいとの事。以前、入院した際に、多数のハンドクリームを購入していた経緯がある。今後も様子観察していく。

・古舘　ヨリ　様～19日（金）八戸赤十字病院受診している。HbA1c7.3と前回値と著変無し。次回8月30日（金）受診予定。
・繁名　和恵　様～17日（水）伴内科受診。点滴療法施行。以前より膝痛の訴えが聞かれており、本日痛みが憎悪したとの事。デイケア欠席となる。
・豊川　明男　様～頭痛の訴え、特定男性利用者様への不満が継続かつ頻回に聞かれている。頭痛を理由に挙げ、デイケアを欠席することもあるため、主治医に頭痛時の服薬について相談するよう、促している。
・中村　与一郎様～荻生内科受診。腹痛が軽減したのであれば、通院終了でも良いとのこと。だが、LDLコレステロール値が高く、治療を希望するのであれば、継続して通院することを提案されている。仮に、腹痛があった際には、先日胃カメラ検査を施行したひかり内科を受診するよう指示がある。世話人より、同科の病院を数か所受診するより、まとめた方が良いのではないかと話があり、今後検討していく・
・番沢　政勝　様～17日（水）主治医面談実施。頭部CT撮影を実施し、現状大きな問題は無いことを聞いている。
・村上　元道　様～25日（木）アパートの賃貸契約予定。引っ越しは8月1日（木）予定。妹様が現在入院中であり、先日お金を借りたいと要求があったとの事。その際は断っていた様子。
・坂本　秀男　様～24日（水）南部町役場にて世帯分離の手続きを行う予定。
・田中　一　様　～16日（火）世話人と金銭管理行っている。特に問題は無い様子。
・下妻　康貴　様～特定男性利用者様への不満が継続して聞かれている。17日（水）に世話人と1時間程度面談を実施したが、その際も特定利用者様への不満とグループホームに対しての不満が多く聞かれていたとの事。
・関　秀治　様　～16日（火）世話人と金銭管理を行っている。現在の金銭状況について、毎月2万程度を補填しながら生活しているとの事。出費について、外食、夜食が多いため、頻度を抑えるように助言している。また、最近仕事を終えるのが14時になることが多いとの事。（12時勤務終了）14時以降に、昼食後薬を服用することがあるため、その旨を主治医に相談したいと話しているとの事。
[image: image1.emf]＜青明舎登録者様情報＞

寺沢　彩様　※読みにくい箇所を記載。
脱水症状の原因は午前中に一気に水分をとり、その後水分補給をしていなかったため、貧血の原因はここ2～3日食欲がなくゼリー飲料のみを摂取していたため
＜利用者様情報＞

デイケア
・佐藤　英雄様～　本日、見学実施。自家用車で来所しており、「デイケアでの実施内容等を知りたい為見学に来た」と話している。施設設備やデイケアの概要や利用の仕方について説明すると静かに聞いており、気になる事は都度スタッフに質問している。費用や利用頻度について気にする発言が多く、スタッフが都度説明すると納得している様子が窺えている。今後は、デイケアの利用説明書を再確認し検討していくと話している。
・清水　泰雅様～　体調や生活状況、就労状況を確認するとそれ雄ぞれ特に問題ないと話している。就労に関してはホタテの表面の清掃は今月いっぱいの予定であり、今後は別の仕事を担当予定であると話しているが、どのようになるかは把握していないと話している。
デイナイトケア

・板橋　利美様～　青風荘より情報の提供があり7/19（金）帰荘後スタッフ面談し体重増加傾向に伴い、自己管理だったおやつは、週一回金曜日に購入しスタッフ管理とし、他利用者様同様定時の20:00に小分けで摂取していくとの事。7/20(土)スタッフに対し「おやつ辞めようかなぁ」と発言聞かれ体重測定すると、1㎏減っており安堵の表情見られ、その後、同発言は聞かれていない。体重の増加について非常に気にしていると。
・馬渡　武光様～　青風荘より情報の提供があり、7/19(金)帰荘後、膝の座り胼胝が痛いと発言聞かれているため、正座ではなく胡坐にて食事摂取等摂取するように促し行っているとの事。7/20(土)夕食時、むせ込み多く、口腔内の残留物の飛散が観察されている。
・吉田　キクエ様～青風荘より情報の提供あり、7/20(土)食後単独で自室に戻ろうとしており、転倒の危険性ある為エレベーター使用やスタッフ付き添いを本人に促しを行っているとの事、7/21(日)13:45分掃除機を1階から自室の2階まで階段で運ぼうとしており、再度単独での移動について注意促し実施しており、「わかりました」と発言聞かれるも理解の乏しさ観察され今後も転倒には十分注意していくと。
・小笠原　富治様～青風荘より情報の提供があり、7/21(日)昼食摂取にいつもより時間を要しており、歩行も不安定だったと、また夕食後自室に戻る際にソファーで傾眠見られ、立ち上がりの際にもふらつき観察され転倒への注意促し行ったとのこと。
ショートケア

特記事項無し

＜事例検討＞
カンファレンスシート（高山　英佐様）

実施日：2019年7月22日（月）13：30～14：00

担当：石田

検討内容　目標の共有

	氏名
	高山　英佐様
	性別
	男
	年齢
	49
	生年月日
	S45.5.21

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	1､ 基本的生活習慣の習得。

2､ 身体機能の維持・向上。
3､ 対人関係の改善

4､ 作業能力・持続性の向上

5､ 病識を身につける。
6､ 社会資源の利用。

	本人希望
	人と上手に話せるようになりたい。

	家族希望
	未聴取

	入院歴
	計6回（最終：H30年3月15日～H30年12月29日　青南病院）

	通所歴
	　2回目

H30年12月31日～現在　　（5回/週）

	その他サービス利用
	青明舎　
訪問看護「五福」

	住居：市営住宅
	家族構成

母と同居
弟（治療に協力的、双極性障害で治療中）


	【生活歴】
中学生頃より幻聴があったが､生活に支障が無かった為､通院には至らなかった｡

名久井農業高等学校を卒業後は大工として勤める。

H5年(24歳時)
結婚し､1子をもうける｡大工を続けていたが､欠勤が多かった｡妻が第2子を妊娠するも､妻の腹部を蹴ることがあり､流産していた｡

H26年5月
妻の手術(子宮摘出)や､叔父の死去が重なった事で､夜間覚醒が増える。
H26.5.26

職場にて粗暴行為があり､家族へ連絡｡仕事を早退し､自宅に戻るも本人が裸になり近所の家に駆け込む等の奇異行為見られた為､母親付き添いの元､八戸赤十字病院[精神科]へ入院となった｡

H26.6.20

本人ご家族様より当院への転院希望あり､八戸赤十字病院を退院後に当院初診｡本人より入院治療の希望が聞かれた事から､同日､当院1回目の入院（任意）。

H26.7.23

退院後は､自宅療養となり仕事を再開｡

H27年10月
希死念慮が強まり､夜間覚醒､食欲不振､集中困難等の症状が出現｡

H27年11月

妻との離婚が成立｡

その後､実家にて母･弟家族と同居｡幻覚､妄想､無為自閉､感情鈍麻､集中困難等の症状が増悪したことから､環境調整･薬剤調整を目的として11月5日当院2回目の入院（任意）｡

H28.2.9

退院後も病状が安定せず当院3回目の入院（任意）。

退院後は、当院への定期的な通院・服薬、訪問看護「五福」、精神科デイケアの利用を継続。H30.3.15
症状は動揺的であり、本人が入院加療を希望し、当院4回目の入院（任意）となる。

	利用制度
	手帳1級
	年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	入院せず、地域での生活を続ける。
	①ストレスをため込まないような対処法を身に付ける。


	①困ったことがあればスタッフに相談する。場合によっては個別SSTを通して、具体的な対処方法について一緒に考える。
	・入退院を繰り返している経緯を振り返り、事前に対処するために、困ったことは自分から話すことができるように声をかけていく。

	
	②病気についての正しい知識を身に付ける。
	②疾病教室に参加し、統合失調症について学ぶ。自身の入院に至るエピソードを振り返り、病状悪化のサインを感じ取る。
	・統合失調症を正しく理解できるように、疾病教室には必ず参加をする。

・聞いた内容が理解できているか、プログラム後に振り返りをすることや感想を尋ねる。

	
	③自身の能力を把握し、就労に活かす。
	③座学プログラムへの参加や、スタッフとの面談を通し、就労に向けて必要な能力を把握する。
	・仕事を継続できるために必要な能力、準備は何か本人が認識できるように促す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①困ったことがあればスタッフに相談する。場合によっては個別面談を通して、具体的な対処方法について一緒に考える。
	基本的に自分から他者に話し掛けることはなく、スタッフからの問いかけによって会話が成り立つ。
	目標、治療計画は継続。スタッフから話し掛ける頻度を増やしていき、会話が単調にならないよう、円滑にコミュニケーションをすすめられるようにする。

	②疾病教室に参加し、統合失調症について学ぶ。自身の入院に至るエピソードを振り返り、病状悪化のサインを感じ取る。
	出席日数が少なく、欠席理由は発熱、頭痛、母の受診付き添い、就労関係など様々である。出席率は4月9.5%、5月は50、6月5%と依然として低い状態である。プログラムに参加していても発言することはない。来所するが、昼食後に不調を訴え早退しようとすることが目立つ。
	それでも不調を訴えた場合は、頓服薬を持参するように言い、自分で病状悪化のサインに気付くことが出来るように振り返りを行う。

	③座学プログラムへの参加や、スタッフとの面談を通し、就労に向けて必要な能力を把握する。
	デイケア来所時に、仕事について問うと、職場での人間関係、仕事内容については不満が無い、今後業務に慣れてくると力仕事も任されるため、頑張っていきたいと発言している。
仕事を欠勤することもあるため、勤務日や勤務時間調整を提案するも、中々応じない状況。
今月17日（水）、ハローワーク、本人、関係各部署含め、今後の就労について話し合いを実施。6月の出勤日数は3日（6月20日～）、7月は6日（17日まで）であり、欠勤が多い。欠勤の理由として、母の具合が悪い、自分の具合が悪いことをあげている。職場より、急な欠勤は他職員が公休の際のも出勤し仕事を行っている状況であり、出勤日数を減らすよう調整。本人に、再三の説明をし、出勤日を週5日より、月・木・金の週3回へ変更したとの事。今後、勤務状況確認し、来所した際には随時仕事に対して振り返りを行っていく。
	・仕事を継続できるために必要な能力、準備は何か本人が認識できるように促す。


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	入院せず、地域での生活を続ける。
	①ストレスをため込まないような対処法を身に付ける。


	①困ったことがあればスタッフに相談する。場合によっては個別SSTを通して、具体的な対処方法について一緒に考える。
	・入退院を繰り返している経緯を振り返り、事前に対処するために、困ったことは自分から話すことができるように声をかけていく。

	
	②病気についての正しい知識を身に付ける。
	②疾病教室に参加し、統合失調症について学ぶ。自身の入院に至るエピソードを振り返り、病状悪化のサインを感じ取る。
	・統合失調症を正しく理解できるように、疾病教室には必ず参加をする。

・聞いた内容が理解できているか、プログラム後に振り返りをすることや感想を尋ねる。

	
	③自身の能力を把握し、就労に活かす。
	③座学プログラムへの参加や、スタッフとの面談を通し、就労に向けて必要な能力を把握する。
	・仕事を継続できるために必要な能力、準備は何か本人が認識できるように促す。


